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2022 年３月期通期業績予想および配当予想の修正（復配）に関するお知らせ 

2021年11月12日に公表いたしました通期連結業績予想について、下記の通り修正いたしましたので、
お知らせいたします。 
また、未定としておりました 2022 年３月期の期末配当予想を 2022 年２月 10 日付の取締役会におい
て、下記の通り修正することを決議いたしましたので、お知らせします。 

記 

1. 通期連結業績予想の修正について
（１）2022 年３月期通期連結（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日）

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

9,300 1,300 1,200 900 75.83 

今回発表実績(Ｂ) 10,000 1,500 1,500 1,300 104.92 

増減額(Ｂ－Ａ) 700 200 300 400 ― 

増減率（％） 7.5 15.4 25.0 44.4 ― 

（ご参考）前期実績 
（2021年３月期） 

7,361   359 301 87 7.35 

（２）通期業績予想の修正の理由
当第 3 四半期連結会計期間の実績を踏まえつつ、足元の受注環境等を精査した結果、売上高につきまし
ては、新型コロナウイルス感染症の影響によって依然先行き不透明な状況が続くものの、製品事業及び受
託事業ともに想定を上回る売上を確保できました。特に受託事業では受託コーティング・スリットサービ
スについては、生産が本格稼働したことが主要因で前回予想を大幅に上回る結果となりました。
営業利益及び経常利益につきましては、受託事業の売上増加に伴い増益となり、予想を上回る結果とな
りました。その結果、親会社株主に帰属する当期純利益につきましても、前回予想を上回る結果となりま
した。



２．配当予想の修正（復配）について 
（１）配当の内容 

 
年間配当金 

第２四半期 期 末 合 計 

前回予想（2021年11月12日公表）  － － 

今回修正予想  15円00銭 15円00銭 

当期実績 0円00銭   

前期実績（2019年３月期） 0円00銭 0円00銭 0円00銭 

 
（２）理由 
当社は、長期安定的な企業価値向上によって、株主への安定的な配当を継続的に行うことを経営の最重
要課題とし、連結業績及び配当性向等を総合的に勘案して、適正な利益還元を行うことを基本⽅針として
おります。2022 年 3 月期の期末配当金につきましては、本日別途開示しております「2022 年 3 月期 第
3 四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の業績及び今後の事業展開等を総合的に勘案し、当初未定として
おりました期末配当金を 1 株当たり 15 円に修正し、復配する予定といたします。 
 
※本資料に含まれる将来の見通しに関する記述は、現時点において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不

確実な要因に係わる現時点における仮定を前提としております。従いまして、実際の業績は今後さまざま要因の変

化によって今回の見通しと異なる結果となる可能性があります。 

以上 
 


